

環境条件 

。定格人力電店 


弓費電力 





動作環境 


保管環境 


適合お格 


AC10 日 V 、 己日 /6 日 Hz. 8 。日 A 
DC 48V、DC 12V R P S-3 7 日からの乂力時 

定常時最大 49 4W (非給電時 47W) 、 最小 39W 


動作漏度範囲日 〜4 0 ご 

動作湿度範囲 2 日〜 80%RH (結露なきこと） 


保管溫度範囲 - 2日^7 0じ 

保管湿度範囲 1 日 -^9 日 ％ RH (結露なきこと） 

タット 7- ク。インタフェース IEEE8 日 2。31 日 BASE-T 準规 

IEEE802,3u 1 日 OBASE-TX 準拠 
IEEE802,3ab 1 日日日目 AS 巨 -T 準视 


電磁放身寸 VCC I ク 7 ス A 




静電気放電（巨 S D) 
放射電磁が害 


:] EC 610 日 0-4-2 ( 10 K V) 

: ]EC 610 日日 - 4-3 L e V e 12 


電気的つ 7 スト わ： / シ。 1 'ノい V'- スト； ]EC 61000 -4-4 L e V e 12 


電気的サージ ' 

耐 f 云導ノィズ巧 
電源眉液教イミ . 
蠕停 / 電店変動 


]EC 61000 -4 -己 Levs 13 
〔AC M n e ) 

]EC 610 日日 - 4 -目 L e V e 12 
]EC 6100 0-4-8 L e V e 14 
]EC 61000 -4-11 



形がなび材料。を穿多 添かお品仕儘國による 


。質量（重量） 


6 ,0 0 0 9 
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機能（共通） 


■3-1。 スツ ト7—ク接が E 


ストペアポート：1^」4己コネクタ24ボ- 


10 BASE - 


I 巨巨 E S 0 2 , 


I 巨巨 ES 02,3 10 BASE -T 準拠 

I 巨巨 E 802。 3 U 100 BASE-TX 準拠 
ち送速度：1日/100 Mb / s を/半二重 
適合ケーブル；ツイスト。ペア。中ーブル 

( EIA / TIA 己目 S カテゴリー曰相当と I 止） 

最大伝送距離：1日日 m 

オートネゴシてーシ 3 ン機能：通信速度。を半二重を自動認識 

設定にぶり lOMb / s . 1日日 Mb / s およびを二重.半二重を固定可能 

をポ-卜に最大1日。 4 W の,給電がす能 


ツイストペアポート： R 」4 己コタクタ2ボート 

I 巳巨 E 8 0 2.3 1日巨 ASE-T 準拠 

I 巨巨 E 802。 3 U 1 OOBASE-TX 準拠 
I 巨巨 E 8 C 2，3 ab 1日0 □臣 ASE - T 準拠 
を送速度：10/1日日/1□日日 Mb / s を/半二重 
適合ケーブル：ツイスト。ペア。寸ーブル 

(EIA / 下 IA 己68カテゴリー己 E 相当从止〉 

最大伝连距雜：1日日 m 

オートスコ'シエ-シヨソ職能：通信速度。を半二重を自重力認請 

設定により lOMb / s 、 1□日 Mb / s およびを二重、半二重を固定可能 


3 - 2 。非同期端末接続 


3 - 3 。 L E D ま示 


日巨] C お張ポート： 2ポート 

《上記 10 0日巨 AS 巨 - T がおツ イス トぺ アポー トとの選が利用 
オフ。シヨン：1日日□目 ASE-SX 曰巨 1 C モジ王ール （ PN 已401 1) 
1000BASE-LX 曰巨 1C モジ^ ー ル CPN 己401 3) 


L X 4 0 G 巨 1 C モジ1ール 

コンソール。ポート ：9 ピン D-sub コタクタ 1 
通信 方巧 ： RS-232-C(ITU-TS V 

エミ 1 レーシ 3 ンモード’： VT 1 日 0 

通信条件••召目 0 0 b / 5 、 呂 b T U ノンパリ 

( 1 ) 電源 LED (PWR) 

PS 攝点む：本体電源 ON 
R PS 縁点灯： 冗長化 電源 ON 

(2) 自己養断 LED ( STATUS ) 

縁点む ：システム 正常稼働 
檔点む： システム お動中 
檔点滅 ：システム 障害 
(3 ) ポート L E D 


C P N 已4 01己） 

1 ポ-卜 

V 。2 4〉準拠 


P 0 E ( 1 ' 
縁,点む： 
消む： 

LINK/, 
綠点む： 
檔点巧： 
縁,点滅： 
燈点滅： 
消む： 

GIGA (: 
綠点巧： 
消巧： 

10 0 (2 E 
綠点む： 
消む： 

LINK/, 
綠，点む： 
縁点滅： 
消む： 


〜2 4ポート） 

:電源供給 中 
:電源ホ f 共給 
または端末ホ接続 
ACT 。（1 〜24ポート） 

1 日 OWb/s で リンクが確立 
1 日 M b / S でリン クボ 確立 
1 日 0 M b / S で パケッ ト送受信 中 
1 日 W b / S で パケッ ト送受信 中 
端末未接続 
2己〜2目ポート） 

:1日 b / S でリンクが確立 
:1日0 M b / S 、 10 M b / S でリンクボ確立 
または端末ホ接続 
己〜2巨ポート） 

:1 日日 Wb / s でリンクが確立 
: lGb / s 、 lOMb/s で リンクが確立 
または端末 未 接続 
ACT 。 （2 己〜26ポート） 


リンクボ確立 
パヶッ ト 送受信 中 
端末未接続 
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カスケード横統 


再起動 


エー シ： L ント 仕 本泰 


ずべてのポートか MD I / M D I -X に自動のに巧応（固ち設定す能） 
通信条件を固定に設定したポートは. M D I - X になりまず。 

ソフ h ウ X アからな下の2つの モー ドでリヒットす龍 

(1) ウォー厶スタート 

(2) エ塌化荷時に戻るリたット 

管王里用プ□トコ ル： SNMPV 1/ V 2 (R 

TELNET ( R 


ソフトウ X ア。ダウン□-ド用了□トコル ： T F T P 
装備ずる M I 臣 ： M I 巨 II 

SNMPv 2- M ] B 
IP - FORWARDING-MIB 


(RFC 11己 7) 
CRFC 8 己 4) 

( R F C 2 616 ) 
( R F C 7 8 3 ) 

( R F C 1213 ) 
(R F C 19 0 7) 
( R F C 2 0 9 6 ) 
( R F C 17 5 7 ) 


(グルー了 1， 2, 


I ENT 
-M I B 


C R F C 14 9 3 ) 
( RFC 2674) 
(R F C 2 6 7 4 ) 
(R F C 2 8 6 3 ) 
C R F C 2 618 ) 
(R F C 3 6 2 1) 



初期或定 


スイッチの管理 



その化 


从下のち法によって管理用パつメー グの初期設定ボ可能 

( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの設定 
( 2 ) telnet 接続した遠隔端末からの設定 

从下のちをによってスイ y チの管理がす龍 

( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの管理 

(2) teLnet と TCP/IP ミット7— ク接続を使用した遠福端末からの管理 

(3) S N M P マぶージサによる管理 

S y S log Client (Sysl 曰 g サーバへのシステム □ ダ送信） 

TFT P Cl 1 e n t 〔ソフトウエアアップグレード—設定情報の保存。読化) 


■ 

I 
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スパニンタツリ 


VLAN 


卜つン辛ング 

QoS 

ポート 

ミつーリング 
マルチす Y ス 

誌証機龍 
サポート 


，給電機能 


パヶット転送龍力 ：し488，000 PPS / ポート （ ICCOMb / s ) 

:148，8日日 PPS / ポート （ lOOMb / s ) 

14，88 Opps / ポート （1 日 Mb / s ) 

K / IAC アドレステーブル ：8 K エントリー/ユニット 

(ポ-卜を化で自動を晋の有効/無効ボ可能.固を登録ボ可能） 
バッ7ァ :16 M バイト 


フ□一 制御 


エージング 


:半二重時バックプレツジ V — 
全二重時 S 日2。3 X 
: 3 0 0〜己〇 □砂（テ'7オルト値） 


IEEE 8 日2 。 Id スパニソタツリーフ。□トコル準拠 
I E E E 8日2。1 W つピ y ドスパニンク' ツリー了 □トコル準拠 


I E E E 8日2。 
ポート V L A N 


q タタ'ング VLAN プ□トコル準拠 


VLAN 登録数2己日個（デフォルトも含む） 

I EEE 8 日2。3曰 d リンクアグリゲーシ3ン臟能サポート 
最大目 グループ 構成す能 （ 1 グループ 最大8ポート） 


E E E 8 0 2 , 


P プつイオリティキューイングをサポート （4 段階） 


が象となるポートの卜つフィ y クを指定したポートにコピーして送信可能 
(複数の巧象ポ-卜指定が可能） 

IGMP Snoop 1 n 9磯能サポート 

I 巨巨 E 8 0 2。 1 X ポートベース誌証機能サポート 
I 巨巨 ES 0 2。1 X を用いた MAC ベース個別認 i 正機能 
I 巨巨 E 8 0 2。1 X を用いたダイナミック V L A N 機能 
I 巨巨 E 8 日2。1 X を用いたゲスト VLAN 磯能 
登録 MAC ァドレス強制認 f 正 I 幾能 
( EAP - MD 5/ TLS / PEAP 誌証ち式） 

I 巨巨 E 802。3曰 f 給電機能サポート 
1〜2 4ポートに最大合計3 7日 W 給電可能 
〔ポートへの最大給電能力1已。4邮） 



理機能 

ファームウ X ア仕祿 

1 。 7 ァーム ウェア Boot Code: Ver.1.0.0.15 な降 
バージ 3 ン Runtime Code: Ver.2.0.6. 24 な降 

2 か応フう^ ザ Internet Explorer 6 


d 。使用言語 
及び 

使用プ〇トコル 
4。文字コード 


HTTP 1.1 
HTML 4.0 
Java RE 1.4 

Shift_JIS 
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スイ'ソ 

設定 


千、パ 。管理情報設定 

。 1 P 或定 
。 S N M P 設定 
。ポー ト 設定 

。電源: I 犬態/アクヒスを件設定 
。ユ-ザを/パス7-ド設定 
。 F D B 或定及び参照 
。 SNT P 設定 
。V L A N 設定 

’Link aggregation 或定 
。 ポー トモこタリン グ設定 
。 RST P (つ ピッドスパニングツリ ） 設定 
。 Q 0 S 設定 

。ストー厶コント□-ル設定 
。 呂 □ 2。1 X 認言 正或定 
alGMP Snooping 設定 
。 P 0 Ef 呈定 

。ポ- 卜 々ウンタ t 曼定及び参照 
。ソフトウュアアップグレード’ 或定 
。設定フ 7 イルの保存/読化設定 
。再起動設定 
。シス干ム □ダ 
。システム □ グ送信設定 
。設定情報の保を 


2。/ -ルレポー ト 。^- ルサ_バの設定 


。送信先アカウント （/ ールアドレス）の或定（最大3アカウント） 
それぞれにレボートの通ミ□と卜つッ了の通知を選拆す龍 
。 送信元アカウントールアドレス）の或定 
。レポート固隔の設定 

を曰、を週、毎月のいずれか 
。レポー トの内容の設定 

ポート情報.卜つつィックサマリ.システム□ヴ 
。添かフ 7 イルの選あ 

添かしない、 CSV おす.テホスト形まのいずれ力、 

。添付7ァイルデータの或定 

デ'ータ収集固隔 10み毎、3日分を.1時間、3時間、目時固、 

1曰のいずれ力、 

□ ダの内容 帯域使用率（％)、受信フレーム教. 

ブ □ー ドみ ザ スト、 マル乎キャス！' 

コリジ3ン回数. I つ一総数 

ポー ト選が 

。設定後、テストノ ールを送信ずる 




3。時間設定 


モニタ機能 
1。基本情報 


BHSII 


な2 4年1月 


。端末からの時刻データの転送による時計合わせ（時刻設定ボタン） 


。システム情報の設定 


:稼働時固 （ sysUpTlme ) の表示 
詳細情報 （ sysDescr ） の表/テ、 
管理者 （ sysContact ) の表示 
設置塌戸斤 （ sysLocation ) の表示 
ホスト名 （ sysName ) の表示 
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2 卜つフィック。ホート別の過ま 24 時間の 10 分ことの卜つフィ、 y クの 
E ^‘ が態をまみ。 

表示内容は 
時刻 

帯尚使用率（％) 

受信 フレーム 数 
ブ□ー ド' 辛 Y スト 
マルチみザスト 
コリジ 3 ン回& 

ェつ一総数 


クつフィック機能 
- 1。ポート 

ステータス 
- 2。卜つフィック 
ク'つフ 


本体をダつフィック表示し、 L 巨 D の表示が態をリアルタイムで確認巧龍 
更新間隔： 2日秒 

ポートごとの フ レーム數、帯椅使用率、コリジ 3ン 回数. エつ一 総鼓の 
いづれかをグつフ表示 
過ま1日分固のデータを表示 
更新間隔は2日秒 
を J 頁目の切替はボタンで可能 


タピン配 { 




ポート 1 〜 

2 4 





ピン N 0。 

1 2 

3 巨 

4 己 

7 谷 

X 信号 

R X + R X - 

T X + T X - 

+ V + V 

-V 

-V 

信号 

T X + T X - 

R X + R X - 

十 V 十 V 

-V 

-V 


1 c \ 、 I I I I I I I I I I 

ヒ y No . 2 3 4 5 6 7 8 


ポート 2 己〜 2 6 



ピン N 0。 

1 2 3 6 4 己 7 8 

X 

信号 

BLDB + BLDB - 巳 l _ DA 十 BLDA - BLDD + BLDD - BLDC + BLDC - 


信号 

BLDA + BLDA - BLD 目十 BLDB - BLDC + BLDC - BLDD + BLDD - 


レ 。、， K I I I I I I I I I I 

ヒ y No . 2 3 4 5 6 7 8 


コンソール。ポ • 


ピン N 0 。 

信号 

ピン N 0。 

信号 

1 

N C 

巨 

N C 

2 

R D 

7 

N C 

3 

T D 

谷 

N C 

4 

N C 

9 

N C 

己 

S 白 




冗長化電源ポート 


ピン N 0。 

信号 

ピン N 0。 

信号 

1 

1 2 VDC 

呂 

48 GND 

2 

12 VDC 

9 

NC 

3 

NC 

10 

斗 8 VDC 

4 

GND 

11 

RPS Status 

己 

48 VDC 

12 

RP 台し onnect 

6 

NC 

13 

GND 

7 

斗 8 GND 

14 

1 2 VDC 


BHSII 


巧2 4年1月 


0 0 0 0 0 
0 0 0 0 


14131211109 8 



2 3 4 5 6 7 
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誤置方ま。付属品 


設置ち法 


( 1 ) 19イン乎つックへの耳又りがけ 


7-2。か属品 


( 1 ) 耶破説明書 
(2 ) CD-ROM 

(3) 巧が金具 （19 イソ乎つジクマウント用） 

(4) スジ （19 イソ手つックマウント用） 

(己）タジ（取かを具と本体接続用） 

(目）ゴ厶足 

(7) A C 電源コード 


G 目 I C 拡張モジ^-ル（才了ソ3ン） 


。 1日0日 BASE-SX 
(品番： PN 日4 011 ) 


光ファイバ。ポート： SC コネクタ 


。 1日00 BASE-LX 
(品番 ： P N 己4日13 ) 


(品番 ： P N 己4日1日） 
( ^ 1 ) 


IEEE 802 d 3 z :1 日日日 BASE-SX 準哪 
ち送速度：1日日0 M b / S 全二重 
適合 ケーフル： 光つァイバケーブル 

己0/12己 um マルチモードファイバ 


62。己/12己 Atm マルチモードファイバ 


最大伝送距離：日日/12日; am の場合500 m 

目2。5 / 12 5 U m の塌合2 2 0 m 

光ファイバ。ポート： SC コタクタ 

IEEE 8 日 2 d 3 z : 1000 BASE-LX 準拠 
伝送速度：10日0 M b / S 全二重 
適合ケーブル：光ファイバ巾ーブル 

10 /12己け m シングルモードファイバ 

最大伝送距離：10 K m 

光ファイバ。ポート： SC コククタ 

伝送速度：10 0 0 M b / S 全二重 
適合ケーブル：光ファイバケーブル 

10 /12 5 M m シンク' ル子ードファイバ 
最大た送距離： 4日 Km (^2) 

( ^1 )L X 4 0をか向でご使用ください（通信速度 1 0 0 0 Mbps ) 
(^2) 光許容損失ボー19 d B は下でご使用ください 


冗長化電源（オプジ3ン 



詳細は R P S -3 7 0の仕様青をご確認ください; 
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□ 々 
□ □亡 

Switch - M 24 

H 

iPWR 

品番 

Ph 

似2^ 

呀 h 

1 



□ 

□□ 



401-2324 圳 

WP01 

全 ]0 卜 

Jo. 8 


1 日。安全確保のための使用止の禁止事項 


下記の頂目を端足されていない塌合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

本商品のご使用に際しては、从下の点を遵守ください。 

( 1 ) 交流1日日 V、 R PS - 3 7日冗長化電源から f 共給ずる直流48 V 、直流12 V は外では使用しない 

义楽。感電。故障の原因となることがありまず。 

(2) この装置を分解。ホ造しない 

义輿。感電。故障の原因となることがありまず。 

(3) 雷が発生したときは.この装置や接続ケーブルに触れない 

感電の原因となることがありまず。 

(4) ぬれた手で電源プつダ、冗長化電源コードをがき差ししない 

感電。故障の原因となることボありまず。 

(己）電源コード和冗長電源コードを傷つけたり I 無理に巧げ'たり.引っ張ったり.ねじったり、たばねたり.はざみ化んだり、 
重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源コードボ破損し、乂楽。感電の原因となることボありまず。 

(目）開□部和ツイストぺアポートから内部に金属和燃え和ずいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 
义楽。感電。化障の原因となることボありまず。 

(7) 水のある墙戸斤の近く、湿気和ほこりのをい塌戸斤に或置しない 
义榮。感電。故障の原因となることがありまず。 

(8 ) ツイストぺアポートに 10/1日 □/! □日日目 A 5 E - 外の機器を接続しない 
乂炎。感電。故障の原因となることがありまず。 

(9) コンソールポートに別売のコンソールケーブル P N 7 S 0 日 2 D S U b 9 ピンー D S U b 9 ピンコンソールケーブル 

外を接続しない 

义災。感電。故障の原因となることがありまず。 

(10) 直射日光の当たるところ梓温度の高いところに或置しない 

内部の溫度が止がり、乂榮の原因となることがありまず。 

(11) 振動。衝撃の多い塌巧やす安定な塌巧に設置しない 

落下して、けボ。故障の原因となることボありまず。 

(12) この装置を义に入れない 

鳩発。乂雙の原因となることがありまず。 

(13) 必ず アース 線を接続ずる 

感電。語動 f 乍。故障の原因となることがありまず。 

(14) 電源コードを電源ポートにゆるみなどボないように確実に接続ずる 

感電和語動 f 乍の原因となることがありまず。 

(15) 故障時は コ ンたント、冗長化電源 コー ドをお< 

電源をイ共給したまま長時固放置ずると乂輿の原因となることがありまず。 

(16) 自己謀断 LED ( STATUS ) が搭点滅となった場合は、 システム 障害のためコン ヒント、 冗長化電源コードを抜< 

電源をイ共給したまま長時圃放置ずると乂架の原因となることがありまず。 

( 1 7) ツイストぺアポート、コン ソー ルポート I G B ] C ポート、電源コード斟けブ'□ックで手などを切らないよう注意の上 
巧り扳う 
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使用止の注意事頂 


) 内部の点検。修理は販売店にご f 衣頼<ださい。 

) 商用電源は必ず本装置の近くで、巧りあい传ずい塌戸斤からお巧りください。 

) この装置の電源を切るときは電源コードを外してください。 

) この装置を清掃ずる際は、その前に電源コードを外してください。 

) 仕様限界をこえると詰動作の原因となりまずので、ご注意ください。 

)R 」 4 己コタクタの金属端子和コタクタに接統された ッ イス ト ペア 中一了ルのモジュつプ 7 グのを属端子に触れたり、 
軍電したものを近づけたりしないでください。 

詩電気により故障の原因となることボありまず。 

) コタクタに接続されたツイストペア中一了ルのモジュつプ7グを々ーペットなどの帯電ずるものの上咕近边に放置し 
ないでください。 

詩電気により故障の原因となることボありまず。 

) 落下など強い衝擊をちえないでくた'さい。故障の原因となることがありまず。 

) コンソールポートにツイストペアケーブルを接続ずる隙は.事前にこの装置け外の金属製什器等を触って詩電気を除 
ましてくたさい。 

日）な下場巧での保管。使用はしないでください。 

(仕磕の環境案件下にてな管。使用をしてください） 

- 水などの液体ボかかる恐れのある塌巧.湿気ボ多い榻戸斤 

- ほこりの多い榻所、静電気障害の恐れのある攝巧（々一ぺットの上など） 

- 直身寸日光が当たる攝戸斤 

- 結露ずるような撮巧、仕掃の環境条件を麵たさない高温。 f 氏ミ品の塌戸斤 

- 振動。衝撃ボ強い榻所 

1 ) 眉囲の温度ボ日〜 4 日ごの範囲の場巧でお使いください。この装置の通風□をんさがないでください。通風□をんさ 
ぐと内部に熱ボこもり、語動作の原因となることボありまず。 
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品名 

Switch — M2 斗 HiPWR 

扼 □ イ - 

-7 

1 羊圭 

401-23249H-SP01 

品番 

PN 23249 H 

巧 □□ 1- 

L / 

'Ah 

全 ]0 No. 10 


12。品質保証について 

本巧品の品質管理には最大の注力をいたしまずが. 

〔1)万一、本商品の品質不をが原因となり-人命並びに財産にを大の鼓響が予測される場合には、 
本仕標書記載の特性。数値にがしを巧を持たれ.かつ二重回路等のををが策を組み込んでいた 
だくことを，製造物竟任の観点からわ勘めしまず。 

(2) 本商品の品質巧記期固はわ買上け日より1年固とし> 本仕協書に記載された頂目とその範囲内 
とさせていただきまず。本ち品に瞥社の責によるお巧が日月らかになった場合には， 

誠意をもって代替品の撞な> またはお砲部分の交換.修理を本商品の納人塌巧で速やかに行わ 
せていただきまず。 

但し，なの場合はこのを i 正のがまから除かせていただきまず。 

1 ) 本な品の化障やお砲から或発された化の担害の場合。 

2) わ買い止げをの巧あい.な管.運搬（輸送）にわいて，本仕様書記載はタトのを件ボ本ち品 
に加わった場合。 

3 ) お買い止け時までに実用化されている巧術では予見ずることがで巧自目であった現象に起因 
ずる: II 合。 

4) 义巧，化震•洪水•义巧•紛争などお社に責のない自があるいは人をのな炎害による場合。 


巧®説明書.本体化付つべル等のミ主意書にだった使巧が態で保 i 正期固巧に故障した場合には.無料 
修理させていただきまず。 

わま:様の巧®或巧書に化わない操作に起因ずる損害および本な品の故障。語動作などの要因によっ 
て通信の機会を逸したために生じた担きについては，その貴任は負いかねまずのでご了をください。 

な証期固内でもなの場合には原則として無料修理が象外にさせていただきまず。 

(イ）巧巧止の語りおよびず当な修理やみ造による故障および損傷 

(□) わ買上げをの巧が場所の移設.輸送.落下などによるか障および損傷 

(/、）义巧.せ震.水ま. 'ま雷.その他天巧せ変わよび公ま.塩害，ガス害（硫化ガスなど）. 

異常竜店，指定外の使用電お（竜店、周波な）などによる故障および担傷 
(二）保記書の撞示がない場合 

(ホ）巧 f 正書にわ買上け日，わを様をの記人のない場合> あるいは字句を書き替えられた場合 
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